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小説 絵本

時短、 節約、 美肌、 腸活のすべてが

かなう ! 塩麴でタンドリーチキン、 玉ね

ぎ麴でズボラバーグ、 しょうゆ麴で厚

揚げ南蛮、 甘麴でグラスティラミス…。

身近な食材で作る 4 つの麴調味料を

使った、 88 品のレシピを紹介する。

『混ぜるだけ麴レシピ』
原田 りょこ ： 著　　【マガジンハウス】

クラスいちののんびり屋のトラっちと、

自由研究をすることになったきつね。 スイ

カを栽培して観察することにしますが、 き

つねは 「ねこにも負けてるとら」 のトラっ

ちと自由研究なんかやりたくありません。

ところが…。

ある日、 おばあさんはりんごパイを作

りたくなりました。 ところが家にりんごが

ありません。 おばあさんはすももの木か

ら実をもいで、 りんごをさがす旅に出て

…。 アメリカで 100 年以上前から語られ

てきたお話。 レシピつき。

『まんまるまるごとりんごパイ』
モード ・ リンゼイ ： 作　　つちだ のぶこ ： 絵

おびか ゆうこ ： 訳　【偕成社】
生涯でただ一度の幻の光景を見た光

太と、 喘息を抱え海辺で育った美しい

姉 ・ 皐月。 破天荒な企みを成し遂げた

祖父たちと、 莫大な資産の謎…。 戦後

から令和へ、 舞鶴湾で育まれた人々の

豊かな営みを描く。 『新潮』 連載を単

行本化。

『湾』
宮本 輝 ： 著　【新潮社】

『まけたって、 いい。』
礒 みゆき ： 作　　はた こうしろう ： 絵

　【ポプラ社】

ふ
れ
あ
い
が
生
む
、
安
心
と
協
働
の
ひ
と
と
き
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学
年
交
流
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大
河
原
中
学
校
で
は
、
異
学
年
交

流
を
通
し
て
人
間
関
係
の
幅
を
広
げ
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ

プ
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
縦
割
り
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
６
月
に
体
育
館
に
て
縦
割

り
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
ず
縦
割
り
グ
ル
ー
プ
で
輪
に

な
り
、
自
己
紹
介
に
よ
る
ア
イ
ス
ブ
レ

イ
ク
で
場
を
温
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

生
徒
会
役
員
が
企
画
し
た
ク
イ
ズ
や
椅

子
取
り
ゲ
ー
ム
、
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ

ト
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
は
や
や
緊
張

し
た
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
先
輩

が
後
輩
に
積
極
的
に
声
を
掛
け
た
こ
と

で
和
や
か
な
雰
囲
気
が
生
ま
れ
、
互
い

の
持
ち
味
が
引
き
出
さ
れ
て
い
き
、
上

級
生
の
思
い
や
り
と
下
級
生
の
安
心
感

が
育
ま
れ
た
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
の
中

で
助
け
合
う
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
後
に
互
い
の

気
づ
き
や
感
謝
の
思
い
を
共
有
す
る
こ

と
で
、
学
校
全
体
と
し
て
の
ま
と
ま
り

が
一
層
強
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
縦
割
り
活
動
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
生
徒
同
士
の
つ
な
が
り
が
さ
ら

に
広
が
り
、
互
い
を
支
え
合
う
関
係
が

よ
り
深
ま
る
よ
う
、
今
後
も
異
学
年
交

流
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

夢
と
未
来
を
育
む
志
集
会

　
金
ケ
瀬
中
学
校
の
志
集
会
が
７
月
に

行
わ
れ
、
今
年
度
は
、
仙
台
育
英
学
園

高
等
学
校
獅し

し子
太
鼓
部
の
皆
さ
ん
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
介
護
施
設
や
お
祭
り
な
ど
で

演
舞
を
披
露
し
、
精
力
的
に
活
動
し
て

い
る
獅
子
太
鼓
部
の
皆
さ
ん
。
金
ケ
瀬

中
学
校
で
は
、
月
末
に
控
え
る
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
で
発
表
す
る
「
山

河
」
を
は
じ
め
３
つ
の
演
目
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
金
中
生
全
員
が
、

目
の
前
で
披
露
さ
れ
る
太
鼓
と
篠し

の

ぶ

え笛
、

チ
ャ
ッ
パ
の
迫
力
の
あ
る
演
奏
に
、
厳

し
い
暑
さ
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
聞
き

入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
太
鼓
体
験
で

は
、
多
く
の
生
徒
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

り
、
普
段
は
触
れ
る
こ
と
の
少
な
い
大

小
様
々
な
太
鼓
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
獅
子
太
鼓
部
の
皆
さ
ん
へ
の
質
問

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
部
員
の
ほ
と
ん
ど
が

金
ケ
瀬
中
学
校

大
河
原
中
学
校

高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
太
鼓
を
始
め
た

こ
と
を
知
り
、
一
様
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
部
員
の
皆
さ
ん
全
員
に
自

分
の
将
来
の
夢
を
発
表
し
て
い
た
だ

き
、
年
齢
の
近
い
高
校
生
が
、
勉
強
と

活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
「
伝
統
芸

能
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
「
理
学

療
法
士
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
夢
や
目

標
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
に
大

い
に
刺
激
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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わ
が
ま
ち
文
芸
道
場

紅
バ
ラ
の
ポ
プ
リ
作
る
と
部
屋
に
干
す
そ
の
甘
き
香
に
家
族
み
な
笑
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加
寿
子

ガ
ウ
デ
ィ
の
平
和
へ
の
願
ひ
引
き
継
が
れ
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塔
」
完
成
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤

　
　
　
倫
子

野
も
山
も
緑
滴
る
ふ
る
里
の
石し

ゃ
く
な
げ

楠
花
の
花
恋
し
き
八
十
路
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み
ず
き

あ
し
た
誕
生
日
だ
っ
た
ね
梅
雨
晴
れ
に
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に
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げ
る
夫
の
寝
具
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和
子

悔
し
さ
は
強
さ
と
変
わ
る
２
ゴ
ー
ル
四
年
の
努
力
報
わ
れ
る
時
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松
子

ナ
ー
ス
ら
の
使
う
手
袋
不
足
と
か
ホ
ル
ム
ズ
封
鎖
は
人
間
の
怪
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美
榮
子

白
色
の
ほ
た
る
ぶ
く
ろ
が
六
輪
も
そ
っ
ぽ
む
く
よ
に
薄
紫
は
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チ
ハ
ル

バ
ク
チ
の
ご
と
温
泉
卵
の
出
来
不
出
来
温
度
や
湯
量
浸
け
お
き
時
間
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光
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多
賀
城
の
あ
や
め
園
に
待
つ
友
と
久
の
出
会
ひ
を
腕
組
み
散
策
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紀
代
子

佇
み
て
鶯
の
声
に
耳
澄
ま
す
ひ
と
り
コ
ン
サ
ー
ト
心
酔
い
し
れ
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短
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会
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